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外科領域感染症に対 す るCefpirome の臨床的検討
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外科領域感染症12例 に対 してcefpirome(CPR)1日2～49,3-14日 間,点 滴静注の臨床的検討を行

なった。臨床効果は,著 効7例,有 効2例,や や有効2例(判 定不能1例)で 有効率は81.8%で あった。

また分離菌別臨床効果では菌検索の行なわれた症例のうち,グ ラム陽性菌の分離 された6例 中5例 に

有効であった。自他覚的副作用は悪感 ・発熱が1例 認められたが,臨 床検査値の異常変動は認められ

なかった。
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Cefpirome(CPR)は,ヘ キス ト社(西 独)と ルセル社

(仏)で 合成された新規注射用セフェム系抗生物質であり,

広範囲な抗菌スペク トラムを有し,特 にグラム陽性菌に

対しても抗菌活性を有 している。 また,β-ラ クタマー

ゼにも安定であり,吸 収 ・排泄も良好であるとされてい

る1)。

今回我々はCPRを 外 科領域感染症に使用する機会を

得たのでその臨床効果 ・安全性について報告する。

対象は1989年1月 から1990年3月 までに我々4施 設の

病院で入院 ・治療 を受けた外科領域感染症12例 で,内

訳は術後感染症10例,骨 髄炎1例,腹 腔内感染症1例 で,

年齢分布は17歳 ～84歳,性 別は男性7例,女 性5例 であ

った。本剤は1回1gま たは2g,1日2回 点滴静注投与を原

則とした。投与日数は3日 以上14日 以内としたが,1例

において2日 間で副作用により中止例があった。また本

剤の薬効評価に影響を与える他の薬剤 ・治療は行なわな

かった。

臨床効果判定は主治医が臨床症状,検 査所見から著効,

有効,や や有効,無 効の4段 階判定 した。安全性は,随

伴症状および臨床検査値(赤 血球,白 血球,血 小板,

GOP, GPT, BUN, S-ク レアチニン)の投与前後の異常

変動から判定 した。なお,試 験開始にあたり全例から治

験参加の同意を得た。

疾 患 別 に み た対 象症 例 の 臨 床 成績 をTable1に 示 した。

臨 床 効 果 判 定 で は術 後 感 染 症10例 で 著 効 が7例 と多 く,

有効2例(判 定 不 能1例)で 有 効 率 は100%と 高 率 で あ った。

骨 髄 炎 お よび急 性 腹 膜 炎 の1例 に つ い て は,と もにや や

有 効 で あ っ た。 以 上 の 臨 床 効 果 を ま とめ る と12例 中著

効7例,有 効2例,や や 有 効2例(判 定 不 能1例)で 有 効率

は81.8%で あ った(Table2)。

分 離 菌 別 臨 床 効 果 で はStaphylococcus aureus, Staphylo-

coccus epidermidisの グ ラ ム 陽 性 菌 の 単 独 感 染 症例6例 中,

著 効4例,有 効1例,や や 有 効1例 で有 効 率83.3%で あ っ

た 。 嫌 気 性 菌 で あ るBacteroides sp.の 単 独 感 染 例1例 に

つ い て は有 効 で あ った(Table3)。

次 に 分離 菌 別 の 細 菌 学 的効 果 は グ ラム 陽性 菌 に対 して

は 消 失 率66,7%(4株/6株)でS.aureus 0%, S.epidemi-

dis 100%(4株/4株)で あ っ た 。 嫌 気 性 菌 で は 消 失 率

100%(1株/1株)で あ っ た。 以 上 よ り全7株 中5株 が消 失,

1株 減 少,1株 不 変 で消 失 率 は71,4%で あ った(Table4)。

自他 覚 的 副 作 用 につ いて は投 与 開 始1日 後 に1例(症 例

12)に 悪 寒 ・発熱 が認 め られ 中 止 した。 そ の後 解 熱剤 な

どの 対 症 治 療 で8日 後 に は消 失 した が,主 治 医 は本剤 と

の 因 果 関 係 を関連 あ る もの と して い る。 臨 床検 査 値 につ

い て は全 例 につ い て 異常 変 動 は認 め られ な か った(Table

5)。
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Table 1. Summary of cases treated with cefpirome

* Inoculum size: lir cells/ml CPR: cefpirome
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Table 2, Clinical results of cefpirome treatment

Table 3. Clinical efficacy according to organisms isolated

Table 4. Bacteriological effects of cefpirome treatment

Table 5. Laboratory findings

B: before A: after *during treatment
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以上より,本 剤は外科領域感染症に対して有用性の直

い薬剤と考えられた。
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Cefpirome (CPR) was administered by i.v. drip infusion to 12 patients with surgical infections at a dose of 2-4 g b.i.d. for

3-14 days, and its clinical efficacy and safety wee investigated.

The clinical efficacy was excellent in 7, good in 2, fair in 2 and unevaluable in 1 patient, the overall efficacy rate being

81.8%.

The overall efficacy rate according to isolated organisms was 5/6 for Gram-positive organisms. Bacteriologically, five

organisms were eliminated in all seven cases evaluated.

Subjective adverse reactions were rigor and fever in one case.

No abnormal laboratory changes were observed in any of the cases.


